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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、発達障害児の不器用の実態を検討し支援方法の原則

を考察することである。主な結果は以下のとおりである。①運動速度を優先させると正確性へ

の注意が低下する。②反復運動では最もばらつきが少なく円滑に遂行される周波数がある。③

立位で腕を前方に伸ばすファンクショナルリーチテストでは、具体物がある方が距離が延長す

る。④不器用の支援の原則として、速度よりも正確性を重視する文脈と評価の導入、最も快適

な反復運動テンポの発見、行為を具体化する環境調整などが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated factors and educational supports of clumsy 
in children with developmental disabilities. The results were the followings. a) Accuracy of 
movements devalued when the speed were prioritized. b) Rhythmic movements were 
performed efficiently with the lowest variability at a given frequency. c) In the functional 
reach test which required to reach forward maximally in the standing position, reach 
distance were prolonged with a target. d) Implicated as supports of clumsy were an 
introduction of the context in which accuracy were prioritized, an identification of the most 
comfortable frequency of rhythmic movements, and the control of circumstances so that 
actions are easy to be realized. 
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１．研究開始当初の背景 
 特殊教育にかわって特別支援教育が法的
根拠をもって開始された。そしてその推進に
伴い、発達障害児・者（以下、発達障害児と
する）に対する教育支援がますます注目され
ている。 

発達障害が示す障害特性には、社会性の障
害、コミュニケーションの障害、注意の障害
など多側面に渡るが、その１つに運動の不器
用がある。不器用とは、一般に、運動・動作
が巧みではないことと定義される。不器用を
主訴とするする発達障害としては、発達性協
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調運動障害 (Developmental Coordination 
Disorder: DCD)が有名である。この障害は、
医学診断基準において、知的障害(精神遅滞)、
LD、ADHD、自閉症・広汎性発達障害等と
並列する一つの固有の発達障害として位置
づいている。しかし、特別支援教育では、発
達性協調運動障害の示す困難は他の発達障
害と重なる部分もあり、必ずしも固有の障害
として対象になっていない側面もある。不器
用により、学校生活の様々な場面で、子ども
に困難が生じてくる。自己肯定感や自尊心が
失われてしまうのである。そのため、発達障
害児の不器用の実態解明と支援法の考案が
最近ますます注目されているのだが、研究は
まだまだ少なく、知見の積み重ねが求められ
る段階にある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、発達障害児の運動の不器

用の実態を多角的・多面的に明らかにし、得
られた知見に基づいて教育指導・支援方法の
原則を考察することである。検討の視座は、
知的障害の影響、運動の速度と正確性の関係、
道具との関係性という 3 点である。 
第一の知的障害の有無という観点につい

ては、言語能力と運動機能との関連という視
点と比較的共通する。また、言語の行動調整
能力という視点もある。これは、ただ運動す
るだけでは円滑に進まないとき、言語を随伴
させることで円滑になるという視点である。
古くは神経心理学者のルリヤが指摘した。 

第二の運動の速度と正確性の関係という
観点について、速度と正確性がトレードオフ
することへの着目である。不器用であるかど
うかを判断するとき、完成された作品の「で
きばえ」に着目する場合があるからである。
速さを優先させすぎた行為が、結果的に「雑」
なつくりとなって、不器用とみなされる可能
性が考えられる。 

第三の道具との関係性について、道具を変
えると行為が変わることに着目する必要が
ある。本人（の技術）は何も変わらないのだ
が、道具(環境)を変えることで、行為も変わ
るということがあり得る。 

 
３．研究の方法 
 知的障害を併せ有する発達障害児（知的障
害児）と併せ持たない発達障害児（発達障害
児）を対象とした。知的障害児については、
特別支援学校に在籍する児童・生徒及び障害
者福祉サービスを利用する児童・生徒であり、
研究協力の許可が得られた者である。発達障
害児については、筆者らが継続的に行なって
いる発達障害児余暇支援活動の参加児であ
る。 
 運動の測定として以下を行なった。①粗大
運動と微細運動の全般的傾向を調べるため

に、運動検査バッテリーにある項目のいくつ
かを行なった。②連続運動の一貫性（ばらつ
いが少ないこと）を運動の器用さと操作的に
定義し、指タッピングとステッピングの反復
運動を周波数（ステップの速さ）を変えて検
討した。③直立時にバランス良く前方に腕を
できるだけ遠方に伸ばすファンクショナル
リーチテストを行ない、外的な道具の効果を
含めて検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 粗大運動と微細運動の全般的傾向 

言語の教示に従って行なう運動、つまりは
複雑さが増す運動ほど、運動の円滑さが低下
した。また、M-ABC と呼ばれる運動バッテ
リー検査の有用性が示唆された。また、お盆
運びやシール貼り課題により、速さを優先さ
せると正確性がおろそかになり、それが不器
用に影響していることが指摘された。 
(2) 反復運動の周波数と一貫性 

指タッピングとその場ステッピングとい
う 2 種類の反復運動を行ない、そのばらつき
（一貫性）を操作的に不器用の指標とみなし
た。周波数（運動サイクル）を独立変数とし
て変化させたところ、ある周波数で一貫性が
高くなり反復運動が円滑になった。それより
周波数が高くても低くても、一貫性は低くな
り、運動がばらついた。発達障害児の一貫性
は低いという成績が得られた。 
(3) 姿勢保持と環境に存在する道具との関係 

直立時にバランス良く前方に腕をできる
だけ遠方に伸ばすファンクショナルリーチ
テストについて、身体平衡機能の簡便なアセ
スメントの１つになり得ることが明らかに
なった。また、手を伸ばす位置に目的物（具
体物）を設置して、行為の意味を明らかにす
ることで、成績が延長した。 
(4) 何点かの支援原則 
以上の結果から、発達障害児の不器用の支

援の原則としていくつかが指摘された。すな
わち、速さを犠牲にしてでも正確性を重視す
るような文脈と評価を導入すること、最も快
適な運動テンポを発見し、それに基づく運動
を導入すること、行為に意味を持たせるよう
な環境調整を行なうことである。こうした支
援の具体化が今後の実践課題として提起さ
れる。 
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